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塾講師歴25年。元大手学習塾の全部門・全事業所の統括責任者。数年にわたり１００名以上の社員のトップとして会社を牽引。教室長とし
てもグループ指導、個別指導ともに赴任した校舎で爆発的な支持を受けてきた。また、講師としては全教科の指導が可能。高校生の指導
にも精通し、洗練された話術とテンポ良く進む授業で生徒たちを魅了する。将来の夢は学校を設立すること。教育者として理想の教育を
とことん追求したいと考える。
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届けたい
想いがある。
この世界で一番大きく悩んだのは、ブッダとイエスキリ
ストだったのではないかと私は思っています。
どうやったらこの世界を救えるのだろう？って、彼らは
真剣に悩んだと思うのです。
悟ったら悩みがなくなるのではなく、悟ったら悩みが大
きくなるのです。
才能とは、どこまで大きく悩めるかということ。
大きく悩む人ほど飛躍します。

仏教には、「大慈大悲」という言葉があります。大きな
悲しみが、大きな優しさを生むということです。
人が生きる目的があるとするならば、それは優しい人に
なることだと思います。
そして、人は涙の数だけ優しくなれます。涙を流した経
験は、世界が優しく見えるレンズをあなたに与えてくれ
るのです。

「泣いたことがない瞳は何も見えない」
　　　　　　　　　　　　　　スウェーデンのことわざ

ある学校の先生は、子どもたちに「優しい」という字を
教えるときに反対の意味をもつ「憂い」からおしえるん
だそうです。
憂いというのは、悲しいとか、つらいとか、そういう意味。
そして、本当に優しい人は、悲しいことやつらいことを
たくさん経験してきた人。

悲しいことやつらい経験をしたら、それをひとつずつ誰
かを思いやる愛に変えていくのです。

「自分のために」では行けるところに限りがあるんだと
思います。
「あの人の喜ぶ顔が見たいから」
そんなとき人は、ありえないところまで行けるのです。

作家の福島正伸さんはあるとき、田んぼのあぜ道を奥さ
んと一緒に歩いている夢を見たそうです。
福島さんは泥のあぜ道を落ちないように、下を見てひや
ひやしながら歩いていました。
一方、奥さんは、稲穂を見て「きれい、きれい」と喜び
ながら歩いていました。
同じ道を歩いていたにもかかわらず、奥さんは視線を上
げてウキウキしながら歩いていたのです。
どこを見るかで人生は全く変わります。
ないもの以外は全部あるのですから、あるものを見て、
あるものを楽しみ、あるものに感謝しながら生きていき
たいですよね。

どんなものでも、深く、味わう。これは人生全般に言えるこ
とです。
うれしいことだけじゃなくて、哀しいことも、寂しいこと
も、全身に沁みこませるのです。
沁みたものは、私たちの血となり肉となり私たちを新たに生
かしてくれるのです。
正しい哀しみ方は、きちんと哀しさを感じること。

朝顔の花は、朝の光を受けて咲きます。しかし、ある植物学
者が、朝顔のつぼみに２４時間光を当てていても花は咲かな
かった、と言います。
何が足りなかったのでしょうか？
なんと、闇が足りなかったんです。朝顔の花が咲くには、朝
の光に当たる前に、夜の冷気と闇に包まれる時間が不可欠な
のだそう。
これは、こころが冷えて、闇に包まれても大丈夫だというこ
とです。
それこそが朝に花が咲く条件なのですから。
キャンドルの光が、美しく感じられるのは、なぜでしょう？
闇を打ち消すことなく、闇と光が、共存しているからです。

ほとんどの人が「喜」や「楽」にばかり目がいきがちです
が、「怒」や「哀」も人の成長にとっては同じだけ大切で
す。だからどれも欠けてはいけないのです。
喜怒哀楽、そのすべてが人に深みを与えてくれます。だか
ら、人生は、喜怒哀楽の総和で決まるのです。

皆さんはご存知でしたか。
喜怒哀楽の感情すべてを足したら何になるのか。
心理学の世界では喜怒哀楽の感情すべてを足すと「愛」にな
ると言われています。
世の中に不必要なものなど一つたりともありません。一見、
マイナスに思えることでも、自己実現というパズルを完成さ
せるための大切なピースなのです。
だから、ちゃんと哀しさも味わって。
「哀」も「愛」のパーツなんですから。

私は高校を卒業してしばらく、宙ぶらりんの状態が続
きました。
学生でもない、社会人でもない…。夢がなかったから。
何がしたいのかわからない。何ができるのかわからない。
ここにいる理由がわからない。生まれてきた意味がわ
からない。
自分の居場所がないような気がした…。

そんな私は、「人の夢を応援すること」を自分の夢に
しました。
それは自分が一番、悩んできたことだから。
同じようなことで悩んでいる人がいるとすれば、
少しでも役に立つことができると思ったから。

そうして、教育者を目指しました。
子どもたちの夢を実現するために。未来の主人公を育
てるために。

今、「夢を持てない子ども」や「大人になりたくない
子ども」、そして「そのまま大人になってしまった若
者」がどんどん増えています。
子どもたちや若者たちの未来のために大人が今できる
ことは、眉間にしわを寄せて人生を偉そうに語ること
や、説教することだけではないようです。
人生において先輩である大人が、本来子どもに伝える
こととは？
それはきっと、自分の背中で、生き様で、「夢を持つ
ことがどれほど大切で、人生がすばらしい可能性に満
ちているのか」を語ってあげること。
不安でも、難しくても、次の世代に生きた証を残すこと。
その行為はきっと、子どもたちを励まし、勇気を与
え、生きることの意味を見出させる・・・
それが子どもたちへの最高のギフトなんです。

「子どもは叱られることよりも、手本を必要としている」
　　　　　　　　　　　      （byジョセフ・ジュベール）

この10年の間で、実にたくさんの出会いと、同じくら
い多くの別れを繰り返しました。
もっと近道があったのに…、まわり道をして、やっと
たどり着いた…。
一生懸命歩いた時間こそ、いろんなことに気づく時間。
まわり道をして、いっぱい歩いてきたことで、たくさ
んのことを学びました。

ものごとがうまくいかなかったときに、ひとは試され
ます。
それとどう向き合うか、そこからどうするか。

病気になったことで、健康のありがたさがわかった。
とてもつらい経験をしたことで、人に優しくなれるよ
うになった。
大切な人を失ったことで、自分がどれだけ愛されてき
たかがわかった。
思い通りにならないことも、不運も、そこには必ず意
味がある。

だからね、生徒たち！
負けないで！くじけないで！！あきらめないで！！！
ほんとうは、弱いと分かっているから、がんばろうと
思えるんです。
ほんとうのあなたは弱くたっていい。
弱かった自分を忘れない人こそが、
強くなれる人だから。

「不足を不足とするは、わびにあらず」by千宗旦

ないものを、ただ「ない」と感じるのでは未熟だということ
です。
不足の中に美や満足を見出す心こそ、わびの心です。

すこしでも満足できなければ、おおくても満足できないで
しょう。
すべてがそろわない状態…それがしあわせの条件なんです。

受験生へ

今君たちは、まちがいなく人生の分岐点に立っています。
どの道を選べば正しいというわけではなく
どの道を選んでも失敗したり後悔したりするかもしれない…。
だから、どういう結果になれ、できる限り、自分自身が納得でき
るような、今でありたい。
どうしても自分の希望を叶えたいのと同時に、なによりも後悔し
たくはないから。
そういう思いが、君たちを受験勉強に駆り立てるのでしょう。

私たちは君たちに勉強を教えることしかできません。
入試で頻出の問題の解法や学校では習わないテクニックなど…
時間のない君たちに教えなければいけないことは尽きません。

でも本当のことを言うとね、君たちに伝えたいことはそんなこと
じゃないんです。
私が本当に君たちに伝えたいこと、それは…

「目の前にある、今あなたがしなければいけないこと
それを手を抜かずに全力で取り組みなさい」

人はその時その時にしなければいけないことが、それぞれにあって、
そこで手を抜く人が、ずっと先にある大きな夢を叶えることなん
てできません。
小さなこともできない人に、大きなことができるはずもありませ
んから。

だから君たちには、今のうちにそのことを教えておいてあげたい
のです。
理屈ではなくて経験を通して、当たり前の習慣にしておいてあげ
たいのです。

怠ける人には怠け癖がついてしまうから。投げ出す人には逃げ癖
がついてしまうから。
歳を重ね気がつけば、上を向いて歩けていない、そんな大人に…。
そうなってしまうともう手遅れなんです。
もう負け癖、あきらめ癖がついてしまっているから…。

小さなころからそんな大人をあまりにも多く見すぎて…
そんな魅力のない大人にだけはなりたくなくて…
その反骨でここまでやってきました。

だから私は君たちをそういう風に育てたくはないのです。

厳しさは指導目的が明確な証。強さはいくたびもの挫折を経験し
てきた証。
わかりやすさは妥協せず教務職を全うしてきた証。優しさは深い
悲しみを知ってしまっているから…。
私は今まで、なんとなく教壇に立ったことは一度たりともありま
せん。
自分の役割にポリシーと使命感を持って、君たちの前に立ち続け
ています。

そんな背中を見せてやれたなら…
私の一番のメッセージ、少しは君たちに届くかなぁ。

立誠学院では開校以来12年間にわたって、生徒や保護者のみなさまに、塾長山田の教育への想いを、文章にして贈りつづけて
います。「生徒たちに、すこやかなおとなへと成長してほしい…」、そんな願いがこめられたメッセージの一部を掲載しました。
塾長山田が２5年間、教育一筋で生きてきた中でつちかった、うそいつわりのない熱い想いを感じていただければ幸いです。

新規開校




